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インターバンクの声 （2015 年 12 月 11 日） 
 

昨日のアジア時間は、日経平均が前日から大幅安で始まり、ドル円も仲値の

発表が済んでも円買いが進んでいたので、これは１２１円割れもありかと心

配だった。日経平均の下げ幅が縮小したのは朝方一時的で、終日下げ相場だ

ったが、ドル円は夕方に向けてどうにかドルを買い戻す動きが優勢になって

くれた。しかし、欧州勢が参入してくると再び円買いが優勢となり、原油安

も続いているとあってリスク回避の円買いが再び始まってしまった。アジア

時間にどうにか反転した後、再び１２１円割れを窺うような円買いの勢いを

止めてくれたのは、ニューヨーク・ダウの４日ぶりの反発と米国債利回りの

上昇だったかも知れない。とにかく今週は原油価格の下落に伴って市場が混

乱気味になっていたこともあり、一部からは米連邦公開市場委員会（FOMC）

の利上げも再び延期かとの声も出始めていたようだが、週後半に来てようや

く落ち着いた相場になって来た。中国や米国の指標結果に波乱がなければ、

いよいよFOMCの結果待ちだ。 
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